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いわれ、月に１回のお講さまや年に１回の報恩
講なども盛んに行われている地域である。そこで、
今回は福井県における神饒がどのような種類や形
態で今日まで受け継がれているかなどの実態を知
ることを目的に、特に実施度が高いと思われる祈
年祭、新嘗祭、例祭について調査したので報告す
る。
緒員
神撰とは神にお供えする飲食物のことであり、
古い時代の食生活を知る上で貴重な資料となり、
またその時代の食品材料や料理方法を知ることが
できる。また、神饒は元来、調理された熟撰が主
流であったが、明治期の国家神道化により、熟
饒・素撰ともに生饒と改められていき、同時に神
撰の品目も和稲・荒稲・酒・餅・海魚・川魚・野
鳥・水鳥・海菜・野菜・菓・塩・水の十三種に画
一化されていった｡]）しかし、現在でも近畿地方
において昔から継承されてきている特殊神饒を奉
納している神社が数多く残きれている｡2)また、
神鱗は古くは御食といわれ、寺院の供物と区別さ
れていたといわれる。福井県は昔から仏教王国と
調査方法
福井県神社関係者名簿3)より福井県に存在する
神社を本務と兼務に分け､市町村別に調査をおこ
なった。本務ll8社、兼務1589社であったが、神
職が本務としている神社118社のうち地域を考慮
して75社へ郵送によりアンケート用紙を配布し、
45社から回答を得た。神饒については神聖な内容
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★折年祭
田３．折年祭についてお呑九〈鷲さ０，
，）折年祭の祭ちぜ行います刀、２）リf年筏はいつ１７われます､､
（行う。行わない）（月ロ）
３）折甲俄のH■の台仗は句ｷﾞﾛﾋまってい左Ｔｂ、
（於立ってo､６．だいたい皮まっている｡俵まっていない）
４）透年されている仲残について．ＰⅡ氏の《史ＪｂＲＤを＄句に咳自すら餌ロに已入および０ｍをつけてくだきも､．
神傾に関するアンケート
毯迫は、招井県の神僅についてどのような特倣があるかを■ぺています．
今回は大祭（例祭．行年祭．時官僚）の神■についておいねします６
鉢忙しいところ迅佃ですが、下■の項ロにつ1,､てご協力くださいますようお■I,､申し上げます．
仁受女子廻期大学■、研究宙谷．伯本
PPtt名（）
所在埴（福井爪市・邸■T・村）
★例祭
田1．例祭は一年のうちいつ行います力､．また．その町の仲■の台飲をお答えください。
寺卒倒錨（する・しない）神■台Qｋ（台）
反卒倒銭（すら・しない）仲■台政（台）
1k牛例祭（するし｣kい）神旧台蚊（台）
岡２．上巴の例祭のうち．低ID盛大に行う例祭についてお答えくださ{,､。
Ⅱ）妓も盛大に行う例祭は（歩卒例祭。又卒倒祭・秋牟例祭）である．
Ｚ）その倒祭の仲■の有色仕毎平於まっていますか．
（俵まっている。だいたい俵まっている。俵まっていない）
３）近年されている神低について、別妖の《ﾛB入例》を心勾ﾄｰ麟幽すら項日に■入および◎印をつけてください．
５）上正の*P■の並べ方について■入してください。
「同－百丁（台）
6）上■の仲■0Ｍ､に時別に把供えしているもめ6Kあれば寵入して<だぢい、
］［
7）近年はしなくなった郡､Ｂはしていたという、仲■があれば卍JLLてくださ1,％
［］
☆蘭甘祭
的６．衝口銭について釦替えください．
ｌ】蛍■いの毎＄をけい■祠0．２）盃甘妊は1,,つ行われます力、
（行う．、わない）（ｊｉａ）
３】斫谷毎の仲毎の向位は何年pQまってい戒ナカも
（後立っている。だいたい皮まっている．後まっていない）
０）透年されている神■について、別抵の《■入例、を●可に威自すら項ロI亘巴ユ埜丘ぴ◎印をつけてください．
B）上毘のｲｷ懐の他に10例に猫供えしているＩＤの68あれば混入してください｡4）上毘の神岱の位ペカについて囮入してください｡
「万-百可（台） 〔〕
Ｏ）近年はしなくなったが、日はしていたという．仲伍邸あOUff妃入してください
［］
７）何匁に鉤いて卒節により神使g8浴うもの4$あれば正人Ｌてく超さい｡
］［
B）上毘の仲餌の位ペカについて■JLCてください．
「戸-百可【台）
０)上毘の仲ﾛﾛの低ﾄﾆ、焼に鼬供えしている､の９８あILngUB入してくださ“
［］
7）近年はしなくなった鋲.行はしていたという、仲斌｣Mらm4zUBJLしてください．
］［
図１アンケート用紙
であるためアンケートを拒否された神社もあり、
回収率は60％であった。図ｌは配布したアンケー
ト用紙である｡図２に調査対象とした神社を示す。
また、アンケート調査結果をもとに調査対象の神
社を福井、坂井、奥越、南越、丹生、二州、若狭
の７つの地域に分類し集計した。また、一部の地
域において聞き取り調査をも行った。
●アンケーー
配布７
回収４
傘聞き取り
６
庁鯛ぺ）
結果および考察 蝿１．祈年祭、新嘗祭、例祭の実施状況
祈年祭は五穀豊穣を祈る祭りでほとんどが３月
上旬から４月中旬に行われていた。新嘗祭は新穀
に感謝する祭りで、１１月下旬から12月上旬に行わ
れ、例祭は各神社においてゆかりの深い日に恒例
に行われる最も大きな祭りとなっており、春．秋
に多く行われていた。実施率は祈年祭84％、新嘗
祭79％、例祭１００％であり、例祭はどの神社でも
実施されていた。
図２調査分布
２．神饅の品目別使用率
神鱗の種類と品目別の使用率を示したものが図
３である。神撰の基本とされている米、酒、塩、
水はほぼすべての神社で祈年祭、新嘗祭、例祭と
もに供えられており、次いで野菜であった。但し、
南越地域の池田町の神社の新嘗祭では酒、餅だけ
－３０－
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図３祭における神饅（品目別）
餅米 酒
王教同種数回答。
図４折年祭、新嘗祭、例祭の神餓
を供えており、餅は米の熟饒と考えられ、塩、水
については供えられていなかった。また、鳥につ
いては他の神撰に比べ極端に少ない結果であっ
た。
次に神饒の品目別の内容を示したものが図４で
ある。米は白米がほとんどで、和稲、荒稲もみら
－３１
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例
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和稲(4)
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赤飯(3)
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'よ鮎、鯉、貝類ではあわび、サザエがみられ、干
物ではするめが供えられていた。さらに地域で比
較すると図５に示すように析年祭と新嘗祭では海
岸部の二州・若狭で海魚である鯛が多く、山間部
の奥越では干物が多かった。しかし、これが例祭
になると各地域で川魚や貝類がみられ、海岸部、
山間部に関係なく海魚と干物がみられた。これは
神饒の台数とも関係があり、供える台数が増える
ことにより海魚だけでなく、干物や川魚を供える
ためと考えられる。鳥では、かつては野鳥として
雄、水鳥として鴨などが供えられていた神社にお
いてこれらが手に入りにくくなったことから現在
ではどの祭りにも生卵が供えられていた。海菜は
昆布やのりなどの海藻だけでなく、乾物も含めら
れるが、昆布が最も多くみられ、次いでのりであ
った。乾物として千椎茸・かんびょうなどが供え
られていた。また、するめは魚として供えられる
が、海菜としても扱われることがある。野菜は特
に限定されたものがなく、季節のものを２～３
種類供えている傾向があった。菓には果物と菓子
れた゜一般に洗米をして供えるといわれているが、
洗米した米50％と洗米しない米50％であった。特
に新嘗祭では新穀の収穫を祝うことから、他の祭
りに比べて和稲、荒稲が多くみられた。また、熟
神鱗として南越では赤飯や小豆粥、若狭では白飯
がみられた。酒はほとんどが清酒を供えており、
特に二州、若狭では新嘗祭に濁酒が供えられる神
社がみられた。餅についてはどの祭りにおいても
丸餅が多くみられ、祈年祭では草餅や紅白餅もみ
られた。若狭地域の高浜町の神社では「牛の舌」
と呼ばれるのし餅が供えられていた。これは奈良
県桜井市域にもみられる5)が日本の祭祀には「牛」
にちなんだものがさまざまな形で奉納されてお
り、「牛の舌」もその－つであると考えられる。
魚は海魚、川魚、貝類、干物に分類した。海魚で
は鯛が最も多く、他に鰈、鯵がみられた。川魚で
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11台 米 酒 餅 （鍋） ﾊﾟｈ(干物） 海菜 野菜１ 野菜２ 菜(果物） 菜(菓子） 塩､水
12台 米 酒 餅 魚(海魚）
魚
(干物） 卵 海菜
癖》癖 野菜 裏(果物） 菜(葉子） 塩､水
13台 米 酒 餅 赤飯 魚(海魚） （
魚
干釣） 海菜 海菜 野菜１ 野菜２ （蝿） 菜(菓子） 塩､水
谷洋子・橋本明子・南アイコ福井県における神社の神饒の実態
たものが、台数が増えることによって酒と塩・水
の２台に分けられ、さらに魚、野菜の台数がそれ
ぞれ２台に増える傾向がみられた。
４．聞き取り調査
図８は聞き取り調査を行った５地域における
神社の概要である。
写真ｌ、図９はＢ神社の神撰の一例である。
並べ方としては、基本的に－列に並べられるが、
神殿の大きさなどにより二列や三列に並べられる
ことがある。また、順番としては、中心から右、
左､右・・・というように並べるきまりがあった。
神撰は基本的なもののみで、熟鱗はみられなかっ
た。
魚の供え方では、麻緒と呼ばれるひもを用い、
の意味があり、果物では野菜と同じく季節のもの
を２～３種類供えており、菓子では饅頭や干菓
子などの和菓子が供えられていた。塩はほとんど
が精製塩であった。
３．神饅の台数と並べ方
図６，図７は神饒の台数とその品目の変化を
示したものである。
神饒の台数としては９台が最も多く、例祭にな
ると12台以降の台数が増える傾向にあり、最も多
いもので17台のところもみられた。また、台数は
奇数が多く、これは中国の「陰陽五行説」の影響
で、古来より日本では奇数を縁起の良い数とする
考えからと思われる。
品目の変化では、酒・塩・水で１台とされてい
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図８聞き取り調査を行った神社の概要
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写真１神饒（9台）
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神社名 A大神宮 B神社 C神社 ､神社 E神社
鎮座地 武生市 高浜町
祭神
大己貴命
孝謙天皇
宗像祭神
多紀理比寶命他
大彦命
猿田彦命
孝元天皇
素佐鳴命
齢喪武
命
他
根屋
命
神
児
主
大
天
斎
姫
大已貴命
響田別尊
少名彦命
豊受姫命他
伊邪那美命
速玉男命
事解男命
|日社格 県社 県社 郷社 県社 郷社
氏子数 5000戸 2000戸 947戸 360戸 300戸
折年祭日 行わない ３月１７日 ３月１７日 ３月２１日 ３月１４日
新嘗祭日 11月29日 11月23日 11月23日 11月２１日 11月30日
例祭日 ９月１５日 ９月20日 10月３日 ４月２１日 10月14日
第37号平成16年度 仁愛女子短期大学研究紀要
写真２のようにひもをかけ、形が整えられる。ひ
もをかけることにより魚が新鮮に見え、見栄えが
良くなる。また、魚がどの位置に供えられるかに
より魚にひもをかける向きも変化してくる。図１０
のように魚の頭はいつも正中に向いているように
供えられる。さらに、海魚は腹が、川魚は背が神
前に向くように供えられる。海魚の場合、腹が美
味であり、腹から調理するためといわれている。4）
この神社では昔から変わらず魚には鯛が供えられ
ていた。
図11はＣ神社の例祭の神鱗である。現在では、
調理の手を加えない生撰が一般的であるが、Ｃ神
社、Ｅ神社では熟饅がみられた。Ｃ神社では18m
の熟撰が供えられ、その内容は白飯、昆布巻き、
すこ、豆の煮物、鮎の一夜干し、海藻の酢の物な
どである。これらは毎年決められたものではなく、
その時にできるものを供えており、春と秋の例祭
によっても季節での違いがあった。この神社では
福井県の郷土料理の中によくみられる昆布巻き、
すこなどが供えられていた。また、この地域は九
Ｆ＝扉一雨弓
18mの熟撰
例）白飯
昆布巻き
すこ
鮎の一夜干し
海藻の酢の物など
①④歴①
図１１例祭の神饒
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頭竜川沿いでもあり、鮎などの川魚もよく釣られ
ることから鮎の一夜干しが神饅とされていた。こ
れらの神饒は白木の三方の上に「かわらけ」とい
う小さな器をのせ、その中に盛り付け､箸をそえ
て供える。神事の終了後には、これらの神撰は
｢おとき」といい鳥に与えられていた。
写真３，図12,図13はＥ神社の新嘗祭の神鱗で
ある。Ｅ神社においては明治42年よりこのような
神饒が行われており、古文書にしたがって現在ま
で作り続けられていた。Ｅ神社には御神体が３体
奉られていることから、３人分の御膳が用意され
る。熟饒は黒塗りの三方に箸をそえ、鯛の塩焼き、
このしろ寿司、たたきごぼう、こんにゃく、人参、
里芋、鯛の煮しめ、サザエのつぼ焼き、大根・人
参・鯛のなます、白かまぼこの煮物、小鯛の味噌
汁などであった。海岸部の神社であることから、
なますや煮しめにも鯛が使われ、サザエやこのし
ろなど他の地域にはあまりみられない新鮮な貝や
魚が多く使われていた。
Ｅ神社では祭りが夜に行われるため、これらの
熟饒は当日の早朝より神職、氏子総代約16名が潔
斎をし、白衣・白帽子・マスク姿で調理を行って
いた。また、写真４は甘酒作りの様子である。甘
酒は氏子総代により２日前に仕込まれ、祭り当日
の朝、石臼で挽き作られたものであった。
写真２魚の供え方
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図１０魚の供え方
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図１２新嘗祭の神饅
小鯛の
味噌汁 白飯
圧」
鯛、かまぼこ
の煮物なます
サザエの
つぼ焼き
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図１３御膳の内容写真３御膳
であったが、熟饒では、昆布巻き、すこ、鯛
の塩焼き、サザエのつぼ焼きなど嶺北と嶺南
の地域`性がみられたものの、あまり特殊なも
のはみられなかった。
本研究の大要は日本調理科学会東海・北陸支部
第５回研究発表会（平成16年７月於福井市）に
て口頭発表した。
本研究を行うにあたり、アンケートおよび聞き
取り調査にご協力いただきました方々に、厚くお
礼申し上げます。
写真４甘酒作りの様子
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福井県における祈年祭、新嘗祭、例祭の神撰を
調査した結果、
ｌ）神饒の基本である米、酒、水はほとんどの神
社で供えられていた。米は白米、酒は清酒、
餅は丸餅、魚は鯛、するめ、海菜は昆布、野
菜・果物は季節のものを２～３種類、菓子
は和菓子が供えられていた。
２）神饒の台数では、９台が最も多く、例祭では
12台以降の台数が多くみられた。また、台数
が増えると、酒・塩・水の1台が酒、塩・
水の２台に分けられ、魚、野菜がそれぞれ２
台に増える傾向があった。
３）神仏混合や国家神道化など歴史的背景の影響
が強いため、熟饒は少なく、生饒がほとんど
であった。
４）聞き取り調査では、神撰の並べ方はほぼ同じ
－３５－
